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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・病棟の車椅子を本日朱夏で点検・修理して頂いています。

· 2月28日（火）13時30分より立ち入り検査予定されています。カルテ、処方箋、指示箋等各担当患者様のチェックを進めていきましょう。

＜患者様に関する連絡事項＞

· 吉田　福松様～破損したガラスの発注伝票が来ています。本人からサインを頂くのは難しい　　　　　　　

　　　　　　　ので面会に来られた際御家族からサインを頂いて下さい。

· 　坂　貢　様～両膝の疼痛訴え室岡整形外科受診希望され、主治医より外出願いを書いて頂

いています。現在精神症状も落ち着きみられてきており、主治医より来週にはＢユニット転出も予定されている事から本人と話し合い、受診に関しては疼痛の程度を観察しながら1週間様子をみる事としています。ご家族へは連絡し、了承を得ています。

· 小笠原　禮子様～精神症状も安定してきており、来週Ｂユニットに移動予定となっています。

＜隔離室使用中患者様について＞

・畑中　成夫様～終日隔離中です。右大転子部の褥瘡からの浸出液みられています。創部周辺の肉芽形成みられています。昨日は午前、午後共に衝動行為無く退室時間を過ごされています。夜間の睡眠時間も確保されています。バイタルサインも異常無く経過されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

引き続き1日2回の褥瘡の処置を行なっていきましょう。また精神症状の観察を行ないながら、退室時間を設けていきましょう。

・吉田　福松様～16時から8時までの時間隔離中です。昨日は日中は不機嫌さ無く過ごされていますが、買い物の際お菓子の袋に「もしもし～」と話し掛けている事ありました。夕方になり徘徊目立つようになり、夕食時スプーンを使用し自室の壁の一部を剥ぎ取る行為ありました。スタッフ介入に対し粗暴的、不機嫌となる事はありませんでした。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

ガラス、壁と破損行為がみられています。備品の破損だけでなく、他患者様とのトラブル、誤っ

て自傷行為につながる事も十分に考えられます。時間隔離解放中は所在を確認し、行動・精神状

態に注意しながら観察していきましょう。また時間隔離中も30分毎の観察のほか、食事の際など

は必要に応じて他患者様と時間をずらすなどし、危険な行動を行なわないように観察していきま

しょう。　

＜新入院・要観察患者様について＞

・市川　真紀子様～統合失調症、医療保護入院、29歳の患者様です。当院には2回の入院歴があります。退院後はみかわ神経科内科に通院されていました。3ヶ月前頃より怠薬傾向みられ妄想・幻覚状態みられてましたが受診については強く拒否されていました。三川医師より紹介で1月26日に当院受診予定でしたが拒否強く受診されていません。昨日27日に父親と言い争いとなり転倒しています。御家族が救急車を呼び当院に搬送、入院となっています。終日隔離となっていました。表情の硬さみられ、注射に対して拒否されています。夕食は不食「弁護士を呼んで下さい」「東大の病院に連れてって下さい」等まとまりの無い発言聞かれています。夜間はトイレ覚醒などあり浅眠で経過されています。今朝は採血は拒否ありませんが、MRSA、検尿検査拒否されています。朝食は牛乳のみ摂取、昼食不食されています。服薬時は再三の説明にて渋々服用されています。本日9時30分終日隔離解除となっています。自室から出て来られる事は無く、自室で過ごされています。スタッフ介入に対しては「何時に帰れる？」「救急車を呼んで、市民病院に行きます」と会話の噛み合わなさみられています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　精神症状の為拒否的となったり、妄想に左右された発言ありますがその都度訴えを聞きながら少しずつ現実的な関わりをしていきましょう。前回の入院時に自殺企図、離院、色情的行為のあった患者様なので所在を確認しておき、行動にも注意しながら観察していきましょう。













